
ぽっくんのいるお寺の住職。

ぴかりん住職

お寺にいる木魚の化身。頭をたたいて
「ぽくぽく」と鳴らしている。

木魚のぽっくん

　皆様、新年あけましておめでとうござ
います。旧年中は、いろいろお世話にな
りました。本年もよろしくお願いいたし
ます。
　さて、年頭に当たり一言ご挨拶をさせ
ていただきます。
　約 3 年前のコロナの流行により、本光
寺でもさまざまな対策をしてきました。
コロナの感染症対策も万全に行い、皆様
のご理解のもと、無事に過ごしました。
昨今、世間でWITHコロナの考えに沿っ
てコロナと向き合っていくなか、本光寺
でも大祭の復活などの催し物もできる限
りやってきた昨年でした。
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　では、今年は何をどのようにやるかと
自問自答してまいりましたが、私自身、
なかなか結論が出ない昨年末でした。私
の今年の結論は、「温故知新」および「さ
まざまな整理」を目標に今年は行動した
いと思います。
　「温故知新」・・・私が住職に就任した
のが約 30 年前の 20 歳の時です。前住職
の祖父が亡くなり、自分でも分からない
まま住職に就任しました。通常に開催さ
れる大祭なども檀家の皆様のご協力やご
指導ご鞭撻のもと、開催をしていました。
ただ、参加者は当初より徐々に減ってい
き、私自身の力不足を感じていました。
そんな若輩者の私を応援していただき、
盛り上げていただいたのが当時の檀家の
皆様だったのです。檀家＝本光寺である
という事を、身をもって感じました。そ
の後、私も住職としての自覚が徐々に身
に付き、現在に至っています。檀家の皆
様とのご縁は、私にとっては一番大切な
ものです。
　当時の檀家の皆様たちも代変わりなど
で、当時を知っている方はほとんどいな
いのが現状です。新しく引き継がれた檀
家の皆様も温かく私を見守っていただい
ております。お寺と言う独特な世界です

新　年
あけまして

おめでとうございます
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が、実情は世間一般と変わらず「少子高齢化」
の波がひしひしと感じられております。数年前
より、檀家の皆様がご高齢で引継ぎができなく
なる前の対策を本光寺としてご提案させていた
だいております。今後も過去を偲びつつ、現在
の方々との絆を大切にし、そして次世代の方々
にも先祖を敬う気持ちを大切に伝承していこう
と思います。

　「さまざまな整理」に関しては、コロナ禍にお
参りができない方々のためにＹＯＵＴＵＢＥで
朝参り会や夕参り会を開催してまいりました。
コロナで参拝できない方の一つの参加方法とし
てメディアを使い 2 年が過ぎ、今年から見直し
を始めました。当初は、前述の通りコロナで参
拝できない方々のために何か他の参拝方法があ
るだろうかというなかで取り組みを始めました。
今年度よりなお一層充実させるために「特別な
メンバー登録をされた方」「護持会会員」の方々
に限定して参加（お名前の読み上げ）やチャッ
トでの交流を図るようにしました。本光寺以外
の神社仏閣のＹＯＵＴＵＢＥをいろいろ見に
行って散歩している方々よりも、本光寺のファ

ンの方々の意見を尊重し、本光寺に対しての貴
重な意見などを拝聴しようと思います。朝参り
会では、檀家会員の皆様のご先祖の供養は毎日
行っておりますことを加筆させていただきます。
　現在は、護持会会員の方々を、朝参り会・夕参
り会でお名前の読み上げをさせていただいており
ます。やはり、本光寺を支えていただけるサポー
ターとしての護持会会員の方々を優先させていた
だければと思います。
　本光寺を支えていただいているのは、檀家会員
の皆様を含めた護持会会員の方々です。私は、ま
だ修行の身です。本光寺も、本年で 662 年の歴史
を重ねます。その歴史の中のわずか何十年という
時間を、私が本光寺を預かり、布教運営させてい
ただいているにすぎません。皆様とともに、これ
からの未来に向けて、一歩一歩、歩んでいきたい
と思いますので、貴重なご意見やご指導・ご鞭撻
を必要としております。
　本年も本光寺をよろしくお願いいたします。
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「もっと知りたい本光寺」

　新年あけましておめでとうございます。本光
寺で修行している「木魚のぽっくん」です。今
年もよろしくお願いいたします。
　本年初めての僕の説明は本光寺の「護持会」
についてです。
　本光寺の護持会は、昭和 28 年創立されました。
目的は、本光寺を守り維持していくために生ま
れた会です。会員になると数々の特典を得るこ
とができるんだって・・・

① 毎朝の朝参り会で護持会会員の方々の先祖
の供養をしてもらえます。またオンライン
で参拝されている方のお申込で、名前の読
み上げをしていただけます。

② 本光寺で行っている春夏秋冬の大祭に参加
できます。（別途会費が必要です）

③ 年 6 回行われている「信行会」に無料で参
加ができます。

木魚のぽっくんの本光寺探索

本光寺の
ファンの皆さんへ

④ 皆さんの悩み相談やご質問などを 30 分無料
で受けることができます（法務などの予定
がある場合は、日時を変えてご相談に応じ
ます）

⑤ 護持会限定の懐中御守を授与いたします。

　こんなにたくさんの特典があります。本光寺
の事をもっと知りたい方や本光寺のファンの方
などは今年から参加してみてはいかがでしょう
か。年度途中からの参加も可能です。
　あ・・・忘れていました。会費ですが、月々
500 円（年 1 回の先払いになります）年会費
6000 円ですので、僕とともに、本光寺をより良
くしていければ（偉そうでごめんなさい）と思
います。詳しくは、寺務所にお問合せください。
よろしくお願いいたします。
　木魚のぽっくんは、本光寺の公式キャラクター
なので、忘れないでくださいね。

本光寺の護持会について

会　員　数（令和4年度集計）

檀家会員

永代会員

水子会員

ペット会員

その他
（信者・一般）

Web会員

173 名

819 名

187 名

126 名

78 名

8025 名



編 集 後 記
　今回は、新年号という事で、私の考え方を皆様に再度お伝え出来たかと思いましたが、まだまだお伝え
出来なかったことも多々ありました。
　私の基本の考え方は「お寺の垣根をなくしたい」です。
　その考え方を、あれもこれも伝えたいという気持ちが前に出てしまい、結局、言いたいことが伝えられ
ていない日々を過ごしてきましたが、本年からは、一つ一つを大切にし、一歩ずつ前に進んでいきたいと
思います。
　挨拶にも書かせていただきましたが、662年と言う年月は、非常に長いと感じられますが、一日一日の
積み重ねが662年の歴史になっているのを、改めて、実感させられました。
　「はひふへ本光寺」も。進化させていきますので、ご期待ください。
合掌

35世住職　　尾藤宏明
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